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初
秋
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に

は
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
六
月
二
十
五
日
第
二
十
二

回
通
常
総
会
に
は
お
忙
し
い
中
、

多
く
の
組
合
員
の
皆
様
に
ご
出
席

を
頂
き
、
全
議
案
原
案
通
り
可
決

決
定
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

総
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
組

合
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
宗
像　

実
で
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
福
島
県
酪
農
協
発

展
の
為
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
、
東
電
原
発
事

故
か
ら
四
年
四
ヶ
月
以
上
が
た
ち

ま
し
た
が
、
避
難
さ
れ
た
方
々
の

再
開
も
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
浜
支
所
の
酪
農

家
五
名
の
共
同
に
よ
り
ま
す
復
興

牧
場
（
株
）
フ
ェ
リ
ス
ラ
テ
が
十

月
よ
り
経
営
を
開
始
す
る
運
び
と

な
り
、
こ
の
事
業
が
福
島
酪
農
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
く
れ
る

事
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

酪
農
の
生
産
現
場
に
お
い
て

は
、
円
安
に
よ
る
輸
入
粗
飼
料
・

資
材
等
の
高
騰
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に

お
け
る
先
の
見
通
せ
な
い
不
安
、

経
営
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
在

な
ど
、
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
は

更
に
厳
し
い
局
面
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
様
な
厳
し
い
中
で
も
、
酪

農
後
継
者
が
規
模
拡
大
を
目
指
せ

る
、
酪
農
家
が
安
心
し
て
更
な
る

一
歩
を
踏
み
出
せ
る
振
興
施
策
の

実
施
、
将
来
に
亘
っ
て
酪
農
家
の

再
生
産
が
可
能
な
所
得
保
障
制
度

の
創
設
と
後
継
者
に
よ
る
事
業
継

承
並
び
に
規
模
拡
大
等
に
お
け
る

設
備
投
資
に
対
す
る
助
成
支
援
制

度
を
更
に
拡
充
す
る
よ
う
国
並
び

に
県
に
対
し
て
強
力
に
要
請
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

我
が
酪
農
組
合
も
、
組
合
員
数

の
減
少
、
出
荷
乳
量
の
減
少
と
厳

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組

合
員
の
所
得
向
上
の
た
め
組
合
と

し
て
何
を
や
る
べ
き
か
、
何
を
や

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
を
真

剣
に
考
え
、
組
合
運
営
に
取
り
組

ん
で
行
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
の
改
選
で
は
理
事
四
名
、

監
事
三
名
と
半
数
の
役
員
が
改
選

さ
れ
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
役
職

員
一
丸
と
な
り
事
業
を
推
進
し
て

参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
期

で
退
任
さ
れ
ま
し
た
但
野
忠
義
前

組
合
長
を
は
じ
め
七
名
の
方
々
に

は
、
未
曽
有
の
大
震
災
、
東
電
原

発
事
故
の
対
応
に
昼
夜
を
惜
し
ま

ず
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

初
秋
の
候
、
皆
様
に
は
ご
健
勝

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
組
合
事
業
に

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
る
、
六
月
二
十
五
日
の
第

二
十
二
回
通
常
総
会
に
お
い
て
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
総
会
終
了
後

の
理
事
会
に
お
い
て
常
務
理
事
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し

ま
し
た
東
日
本
大
震
災
・
東
電
原

発
事
故
か
ら
四
年
以
上
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
未
だ
に
五
四
戸
の
酪

農
家
の
休
業
が
続
い
て
お
り
、
依

然
と
し
て
先
が
見
え
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

酪
農
組
合
と
し
て
は
、
平
成

二
十
二
年
に
策
定
し
た
「
福
島
県

酪
農
協
・
酪
農
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基

本
と
し
て
、福
島
県
酪
農
の
復
興
、

生
乳
生
産
基
盤
の
回
復
と
安
定
的
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役
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退
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ご
挨
拶

小　

野　

隆　

司

役
員
退
任
の
ご
挨
拶

但　

野　

忠　

義

な
生
産
継
続
、
力
強
い
酪
農
基
盤

の
確
立
を
目
指
し
、「
つ
な
が
り
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
第
六
次
中
期
経

営
三
カ
年
計
画
を
策
定
し
、（
株
）

酪
王
乳
業
、ら
く
の
う
乳
販
（
株
）

と
の
グ
ル
ー
プ
連
携
の
中
で
、
福

島
県
産
牛
乳
・
乳
製
品
の
安
全
・

安
心
と
適
正
な
価
値
評
価
を
消
費

者
に
理
解
し
て
頂
く
よ
う
最
大
限

の
努
力
を
払
い
、
将
来
に
亘
っ
て

組
合
員
の
負
託
に
応
え
得
る
組
織

と
な
る
べ
く
、
事
業
を
展
開
し
て

参
り
ま
す
。

　

酪
農
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
や
生

乳
流
通
・
取
引
体
制
の
あ
り
方
な

ど
、
酪
農
・
乳
業
界
の
大
き
な
変

革
期
に
、
常
務
理
事
と
い
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意

努
力
す
る
所
存
で
す
。

　

組
合
員
・
役
職
員
・
関
係
機
関

の
皆
様
の
更
な
る
ご
指
導
ご
協
力

に
よ
り
、
組
合
長
・
副
組
合
長
を

補
佐
し
、
そ
の
重
責
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
発
展
・
ご
健
勝
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
常
務
理
事
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

役
員
を
退
任
す
る
に
当
り
紙
面

に
よ
り
、
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
る

事
お
許
し
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
思
い
起
せ
ば
平
成
七
年
理
事

就
任
以
来
組
合
員
の
皆
様
を
始
め

多
く
の
酪
農
、
畜
産
関
係
の
諸
先

輩
の
御
指
導
と
励
ま
し
の
御
言
葉

を
賜
り
、
組
合
長
に
ま
で
育
て
て

頂
き
大
過
な
く
職
を
辞
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
と

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
組
合
の
乳
業
部

か
ら
、
酪
王
乳
業
株
式
会
社
創
成

時
業
界
初
の
ブ
ル
セ
ラ
患
畜
（
後

に
白
と
な
っ
た
）
生
乳
混
入
に
よ

る
製
品
一
八
二
万
本
の
回
収
。
東

日
本
大
震
災
そ
し
て
東
京
電
力
第

一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染

に
よ
る
生
乳
廃
棄
命
令
、
牧
草
等

の
給
与
制
限
、
酪
王
乳
業
の
製
品

廃
棄
等
、
大
き
な
試
練
に
晒
さ
れ

た
こ
と
等
、
終
生
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
打

開
に
は
他
組
合
に
勝
る
団
結
心
の

強
い
組
合
員
の
後
押
し
、
英
智
を

振
り
絞
る
役
職
員
、
応
援
す
る
楽

寿
会
の
皆
様
、
こ
の
体
制
こ
そ
が

力
で
あ
り
大
き
な
支
え
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
今
後
も
種
々

の
組
合
活
動
に
生
き
活
か
さ
れ
る

事
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

終
り
に
当
り
、
組
合
員
そ
し
て

御
家
族
様
、
役
職
員
の
皆
様
の
御

健
勝
と
御
多
幸
、そ
し
て
県
酪
協
、

酪
王
乳
業
、
ら
く
の
う
乳
販
の
限

り
な
き
御
隆
盛
を
念
じ
退
任
の
御

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

難
休
業
を
強
い
ら
れ
た
酪
農
家
の

方
々
、
又
、
広
範
囲
に
拡
散
し
た
放

射
性
物
質
の
汚
染
に
よ
り
、
生
乳

生
産
出
荷
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
、

自
給
飼
料
生
産
の
制
限
の
影
響
の

た
め
酪
農
生
産
基
盤
に
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
、
現
在
に
お
い
て
も
酪

農
家
の
精
神
的
・
経
済
的
負
担
は

計
り
し
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
の
復

旧
、
復
興
、
誠
に
ご
苦
労
様
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
、
こ
の
度
、
六
月
二
十
五
日

開
催
の
第
二
十
二
回
通
常
総
会
を

も
ち
ま
し
て
、
組
合
の
常
務
理
事
を

退
任
致
し
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
六
年

に
福
島
県
酪
農
協
に
入
会
以
来
、

職
員
と
し
て
四
十
一
年
、
常
務
理
事

と
し
て
三
年
の
、
合
わ
せ
て
四
十
四

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
職
並
び
に
在
任
中
は
、
ひ
と
か

た
な
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
い
た

だ
き
、
大
変
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
大
震

災
・
原
発
事
故
の
影
響
は
あ
ま
り
に

も
大
き
く
、
酪
農
情
勢
依
然
と
し

て
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
宗

像
組
合
長
を
中
心
に
、
組
合
員
並

び
に
役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
大
震

災
・
原
発
事
故
の
復
旧
・
復
興
対
策
、

生
産
基
盤
確
保
対
策
、
T
P
P
問

題
等
山
積
し
て
い
る
諸
問
題
に
取

り
く
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員

の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
福

島
県
酪
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
礼
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

初
秋
の
候
、
皆
様
に
は
、
ご
健

勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
、
ご
拝
察

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
は
組
合
事
業
に
ご

支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
並
び
に
東
京
電

力
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
四
年

五
ヵ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
避
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　８月６日（木）と７日（金）に、福島県委託事業の
「元気なふくしまっ子「食」体験・交流推進業務」の
委託を受け、昨年に引き続き福島県酪農業協同組合主
催で参加者を募集するという事業を企画し、“～１日
体験バスツアー～ 家族一緒に牧場＆乳業工場DE体験
しよう！！発見しよう！！”と題し、体験ツアーを実
施いたしました。ミネロファームと酪王乳業（株）の協
力のもと、普段飲んでいる牛乳が牧場で生産され、乳
業工場で製品となり、自分たちの手元に届けられるま
での過程を知ってもらおうと、２日間合わせて33組
79名の親子が参加いたしました。
　ミネロファームでは、“牧場DE体験しよう！！発見
しよう！！”というテーマで、牧場案内ツアーや牛に
触れてみようなど、牧場はどんな場所で、牛はどんな
生活をしているのかを知ってもらったり、搾乳牛から
の搾乳体験、子牛の世話、牛舎の中に入ってエサをあ
げたりという体験を行うなど、生乳の生産現場や搾り
たての生乳の温かさを知ってもらいました。
　次に、酪王乳業（株）では、“乳業工場DE体験しよ
う！！発見しよう！！”というテーマで、牧場で搾られ
た生乳がどのような工程を経て、届けられているのか
を工場見学や牛乳の飲み比べなどを通して学びました。
　特にミネロファームで実施した体験の中で、子ども
達に人気だったのは直接、牛と触れ合う体験で、牛舎
の中にいるたくさんの牛をまじかに見て、自分よりも
はるかに大きい牛にびっくりしながらも、恐る恐る牛
に近づき、餌をあげたり、子牛のお世話体験では、獣
医さんになりきり、牛の体温を測り、診療する体験に
も挑戦するというというなかなかできない貴重な体験
を行ったり家族で楽しんでおり、より牧場や牛乳を身

近に感じてもらえ、福島県産牛乳の安全安心を多くの
参加者へ知ってもらうということができたと思います。
　体験ツアーの締めくくりには参加した子ども達に１
日の体験を通して、酪農や牛乳の知識を身につけたの
で、酪農博士の称号を授与し、体験ツアーを両日とも
無事に終了いたしました。
　昨年に引き続き、第２回目となった体験ツアーはチ
ラシを県北・相双地域の小学校へ案内し、２日間あわ
せて381通903名の多数の応募があり、抽選会を行い、
参加者を決定しました。
　更に、開催日時を夏休みの期間中に設定し、子供た
ちの夏休みの宿題や自由研究に役立ててもらいたいと
いう主催者としての意向もあった中で、昨年を上回る
応募状況に大変おどろきました。
　今回の体験ツアーに参加しての子供たちの変化を親
御さんにお聞きしたところ、「牛乳でできている食品
に関心を持つようになり、“牛乳ってすごいね”と
話すようになった」、「以前から牛乳は好きでしたが、
参加後はもっと飲むようになった」、「“おいしい牛
乳を飲みたい”と言われるようになった」、「弟が牛
乳を残そうとすると、兄が“牛乳は子牛が飲む分をも
らっているんだから、ちゃんと飲みなさい！！”と注
意するようになった」など、お聞きすることができま
した。
　最後に、体験ツアーを通して自らが参加し、体験す
るという事業が必要とされているということを再度、
実感させられるとともに酪農の大きな魅力に気づかさ
れました。
　また、参加した子ども達からもたくさんの感想をい
ただきましたので、少しではありますが紹介致します。

3

ミネロファームと酪王乳業（株）で牛乳ができるまでの
工程を家族で体験する事業を昨年に引き続き開催！！

福島県酪農業協同組合主催
昨年に続き、参加者募集事業にチャレンジ！！

1日体験
バスツアー

福島県委託事業　「元気なふくしまっ子「食」体験・交流推進業務」とは
　東日本大震災や原発事故以降、屋外活動の制限や長引く避難生活等の影響から、子供の体力低下や肥満の増加、体
験学習の減少、食生活の乱れなど、食育に関連した新たな課題が明らかとなっています。
　このため、地域の農林水産業者や住民等との連携を図りながら、子供達を対象とした農産物等の生産、出荷、流通、
販売、調理などの様々な食に関する体験や交流を主体とした食育活動を行う団体の企画提案を選定し業務委託するこ
とにより、子供達が、食育活動に参加する機会を拡大し、適切な食品を選択する力や家庭等における豊かな食生活を
実践する力を養うことを目的に、委託団体を募集し、福島県酪農業協同組合を含めた７団体が、それぞれの特色を活
かした事業を展開しました。
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「
日
本
酪
農
危
機
突
破
・
総
決
起
大
会
」
開
催
さ
れ
る
！！

日
本
酪
農
政
治
連
盟
福
島
県
支
部
連
合
会

6

　

日
本
酪
農
政
治
連
盟
で
は
平
成

二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
（
金
）
に

自
由
民
主
党
本
部
に
お
い
て
「
日
本

酪
農
危
機
突
破
・
総
決
起
大
会
」
が

各
都
道
府
県
酪
農
組
織
か
ら
七
〇
〇

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

県
か
ら
も
福
島
県
支
部
連
合
会
と
し

て
佐
藤
金
正
会
長
ほ
か
役
職
員
二
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

決
起
大
会
で
は
、
円
安
等
に
よ
る

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
家
族
経

営
を
中
心
に
全
国
で
酪
農
戸
数
・
飼

養
頭
数
の
減
少
が
継
続
し
、
生
乳
生

産
基
盤
の
弱
体
化
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
酪
農
経
営
安
定
政
策
と

し
て

①
畜
産
ク
ラ
ス
タ
関
連
事
業
の
長
期

的
な
継
続

②
酪
農
経
営
の
所
得
を
補
償
す
る
た

め
の
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

制
度
の
創
設

③
後
継
牛
確
保
対
策
等
の
新
た
な
都

府
県
対
策

等
を
要
請
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
し
て
は
的

確
な
情
報
開
示
と
「
乳
製
品
な
ど
農

業
分
野
の
重
要
五
品
目
を
守
る
と
し

た
自
民
党
並
び
に
衆
参
国
会
決
議
の

遵
守
と
守
れ
な
い
場
合
の
交
渉
脱
退
」

を
貫
徹
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
会
決
議
に
基
づ
い
た

自
民
党
本
部
か
ら
日
比
谷
公
園
ま
で

デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
猛
暑
の
中
参
加
さ
れ
ま
し

た
役
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。
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●開会……………………………… 13：30
　①主催者挨拶…………………… 13：30～13：35
　②審査員紹介…………………… 13：35～13：38
　③選考方法説明………………… 13：38～13：40
●審査•選考•選出（高校特別枠）…… 13：40～13：50
●審査•選考•選出（後代検定娘牛枠）…… 13：50～14：00

●審査•選考•選出（一般枠）………… 14：00～15：00
　④審査・選考（未経産牛）… …… 14：00～14：15
　⑤審査・選考（経産牛）… ……… 14：15～14：45
　⑥選考・選出…………………… 14：45～15：00
●第２期出品牛（福島県代表牛）紹介…… 15：00～15：10
●閉会……………………………… 15：15

　本年10月23日(金)～26日(月)、北海道勇払郡安平町の北海道ホルスタイン共進会場で開催される第14回
全日本ホルスタイン共進会福島県出品牛最終選考会（第２期出品牛選考会）が下記のように開催されま
す。
　福島県の代表として出場し、全国の乳牛と競い合う11頭が決定いたします。

♢開催日時　　平成27年９月24日(木)　13：30～
♢開催場所　　福島県家畜市場
♢審 査 員　　オールジャパン ブリーダーズ サービス 株式会社
　　　　　　　高橋　忠司　氏
♢出場頭数　　第１期福島県出品牛　31頭

★スケジュール

支所

だより

支所

だより

県
南
研
究
会

オ
ン
フ
ァ
ー
ム
カ
ル
チ
ャ
ー
研
修
会

県南支所
　

九
月
三
日
県
南

研
究
会
で
オ
ン

フ
ァ
ー
ム
カ
ル
チ
ャ
ー
と
題
し
、
乳
房
炎
に

関
す
る
勉
強
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師
を

県
南
酪
農
指
導
所
古
姓
保
先
生
に
お
願
い

し
、
会
員
一
一
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
オ
ン
フ
ァ
ー
ム
カ
ル

チ
ャ
ー
や
乳
房
炎
に
つ
い
て
の
講
義
の
あ

と
、
事
前
に
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た
各
農
場
の

乳
房
炎
牛
の
乳
汁
を
培
養
し
た
培
地
を
見
な

が
ら
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
菌
が
い
る
の
か

を
目
で
見
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

夏
場
の
暑
さ
か
ら
一
転
、
涼
し
く
な
る
と

温
度
差
が
出
て
く
る
た
め
、
牛
も
バ
テ
て
乳

房
炎
な
ど
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
、
乳
房
炎
に
向

き
合
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
を
改
め
て
勉
強

し
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

オ
ン
フ
ァ
ー
ム
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
農
場
で

行
う
菌
の
培
養
な
ど
を
さ
し
、
す
ぐ
に
乳
房

炎
牛
に
対
応
で
き
る
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は

多
く
の
酪
農
家
で
普
及
し
て
い
ま
す
。
設

備
投
資
の
面
で
、
多
少
負
担
と
な
る
点
も
あ

り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
処
置
で
き
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
研
修
会
後
、
オ
ン

フ
ァ
ー
ム
カ
ル
チ
ャ
ー
に
興
味
を
も
ち
、
実

際
に
農
場
で
行
う
際
の
事
を
聞
く
方
も
お

り
、非
常
に
刺
激
と
な
っ
た
研
修
会
で
し
た
。

今
後
、
牛
舎
で
乳
房
炎
牛
が
出
た
際
に
、
今

回
の
研
修
内
容
が
少
し
で
も
役
立
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

第14回全日本ホルスタイン共進会福島県最終選考会（第２期出品牛選考会）開催
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平
成
二
十
七
年
六
月

二
十
日
（
土
）
に
、
秋
葉

原
ハ
ン
ド
レ
ッ
ト
ス
ク
エ

ア
倶
楽
部
七
階
に
て
、
二

年
ぶ
り
の
「
酪
王
カ
フ
ェ

オ
レ　

フ
ァ
ン
の
集
い
in

秋
葉
原
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
九
月

二
十
八
日
（
土
）
に
開
催

さ
れ
た
第
一
回
目
で
は
、

震
災
後
応
援
し
て
く
れ
た

首
都
圏
フ
ァ
ン
へ
の
感
謝

の
場
と
し
て
、
第
二
回
目

と
な
る
今
回
は
「
酪
王
カ

フ
ェ
オ
レ
を
以
前
よ
り
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら

う
」
と
い
う
内
容
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
前
に
は
、若
干
の
行
列
が
で
き
て
お
り
、オ
ー

プ
ニ
ン
グ
と
同
時
に
会
場
は
、“
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ

フ
ァ
ン
”
で
満
員
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
ス
テ
ー

ジ
進
行
に
、
み
ち
の
く
ボ
ン
ガ
ー
ズ　

パ
チ
ッ
コ
リ

ン
の
ム
ッ
シ
ュ
・
サ
イ
ト
ー
と
フ
ジ
ナ
ッ
ツ
健
の
お

二
人
が
司
会
を
務
め
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、“
カ
フ
ェ
オ
レ
早
飲
み
コ
ン
テ
ス
ト
”、“
き
き
カ

フ
ェ
コ
ン
テ
ス
ト
”、“
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
”
を
来
場

者
が
参
加
し
て
行
う
な
ど
、
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
今
回
、
新
た
に
企
画
さ
れ
た
、“
き
き
カ
フ
ェ

コ
ン
テ
ス
ト
”
は
、『
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
』
を
含
む
、

三
種
類
の
カ
フ
ェ
オ
レ
を
目
隠
し
し
て
飲
み
比
べ
し
、

『
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
』
を
味
で
判
断
す
る
と
い
う
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
参
加
さ
れ
た
方
達
も
、
苦
戦
し
な
が
ら
も
、

日
頃
飲
ん
で
い
る
『
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
』
を
当
て
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
、
カ
フ
ェ
オ
レ
試
飲
・
飲
み
比

べ
ブ
ー
ス
で
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
・
ハ
イ
カ
フ
ェ
オ
レ
、

酪王カフェオレファンの集いin秋葉原2015
首都圏のファンの声に応え、2年ぶりに開催！！
前回よりもたくさんの方が来場し、賑やかなイベントとなりました！！

会場には、たくさんの酪王カフェオレファンが来場しました。
(大竹社長とのジャンケン大会の様子)
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イ
チ
ゴ
オ
レ
の
飲
み
比
べ
を
し
、
飲
み
慣
れ
た
“
酪

王
カ
フ
ェ
オ
レ
”
の
味
を
再
確
認
、
製
品
・
グ
ッ
ズ

即
売
ブ
ー
ス
で
は
、“
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
”
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
他
乳
飲
料
や
お
菓
子
、
今
回
の
た
め
に

作
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
も
販
売
さ
れ
、
両
手

に
か
か
え
き
れ
な
い
ほ
ど
購
入
さ
れ
る
方
や
酪
王
カ

フ
ェ
オ
レ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
バ
ッ
チ
や
マ
グ
ネ
ッ

ト
が
「
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
」
で
登
場
し
、
こ
こ
で
し
か

手
に
入
ら
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
に
、
に
こ
に
こ

し
な
が
ら
お
買
い
求
め
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
首
都
圏
在
住
の
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
福

島
県
か
ら
駆
け
つ
け
た
フ
ァ
ン
も
お
り
、今
回
の
「
酪

王
カ
フ
ェ
オ
レ　

フ
ァ
ン
の
集
い
」
は
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
が
発
信
さ

れ
、
来
場
さ
れ
た
フ
ァ
ン
、
惜
し
く
も
参
加
出
来
な

か
っ
た
フ
ァ
ン
達
で
、
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
首
都
圏
で
購
入
さ
れ
る
「
酪
王
カ
フ
ェ
オ

レ
販
売
店
最
新
情
報
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
下
さ
る

フ
ァ
ン
が
い
た
り
、
福
島
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
会
の
わ

こ
会
長
も
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
り
と
、
終
日
、

酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
フ
ァ
ン
の
熱
気
に
、
と
て
も
熱
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

新たに企画された“ききカフェコンテスト”
酪王カフェオレを、味だけで、わかりますか？

正解は「C」です！
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ボウリング大会・懇親会で、仲間との再会、
子供達の夏休みの思い出に♪
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サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
が
、
八
月
十
六
日
に
郡
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ラ
イ
ブ
ツ

ア
ー
を
開
催
し
、
い
つ
も
“
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
”
を
P
R
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
礼

に
、
酪
王
乳
業
（
株
）
が
、
“
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
”
等
を
差
し
入
れ
致
し
ま
し
た
。

　

伊
達
み
き
お
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
で
も
、
お
茶

目
な
写
真
を
掲
載
す
る
な
ど
、“
酪
王
カ
フ
ェ

オ
レ
愛
”
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

昨
年
、
テ
レ
ビ
に
出
演
さ
れ
た
際
も
、
酪
王

カ
フ
ェ
オ
レ
を
お
す
す
め
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位

に
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
番
組
で
も
、
た
び
た
び
、

酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
話
題
を
話
し
た
り
、
た
く

さ
ん
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
を
取
り
上
げ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
心
強
い
フ
ァ
ン
が
い
て
下
さ
り
、

ぜ
ひ
、“
酪
王
カ
フ
ェ
オ
レ
応
援
団
”
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

酪王カフェオレ応援団のサンドウィッチマンが郡山でライブ開催!!日頃のお礼もかねて、酪王カフェオレ差し入れにいってきました!!

　８月18日（火）に酪青連主催で夏季レクリエーションが郡山市ボウルアピ
ア郡山で開催し、会員同士語り合う交流の場となり、子供達の夏休みの思い
出に！そして元気を回復するための癒しの場として、子供から大人まで総勢
四九名のたくさんの方々が参加し、盛大に開催することができました。
　ゲーム終了後には、表彰式が行われ、佐藤会長より各賞の受賞者、参加者
全員に参加賞をお渡し致しました。各賞の受賞者が下記の通りです。
　表彰式後は、本宮市　アサヒビール園に移動し、昼食を兼ねた懇親会を開
催し、会員皆さんの親睦を深め、交流の場となりました。

★男性一位
　県北研究会　佐藤　正仁　さん

★女性一位
　県中研究会　福田　祐子　さん

★ハイゲーム
　県中研究会　熊田　勝浩　さん

★子供賞
　県南研究会　永瀬　まゆ　ちゃん

★親子賞
　県北研究会　佐藤　龍太　くん

平
成
二
十
七
年
度

福
島
県
酪
農
青
年
研
究
連
盟
主
催

（
会
長
　
佐
藤
　
正
仁
）

夏
季
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
！！

↑伊達さんのオフィシャルブログは
　こちらからどうぞ！！
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県　北　支　所

安 達 事 業 所

県　中　支　所

田 村 事 業 所

浜　　支　　所

小 野 事 業 所

会 津 事 業 所

県　南　支　所

JAそうま飯舘総合支店

　県　　　　酪

酪農家戸数

戸数組合／支所

区　　分

前年度
戸　数

前年比 育成 初妊 乾乳
妊娠

妊娠
搾乳

空胎
搾乳

小計
合計

前年度
頭　数

経　産　牛
乳　　　牛　　　頭　　　数

前年比
 1 戸当
り頭数

戸 ％ 頭戸 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 ％ 頭

乳牛頭数調査集計表（公共機関を含む） 2015年6月30日現在

県　北　支　所

安 達 事 業 所

県　中　支　所

田 村 事 業 所

浜　　支　　所

小 野 事 業 所

会 津 事 業 所

県　南　支　所

JAそうま飯舘総合支店

　県　　　　酪

組合／支所

区　　分 月　別　分　娩　予　定　頭　数 販　　売　　乳　　量

2015
7月

2015
8月

2015
9月

2015
10月

2015
11月

2015
12月

2016
1月

牛乳
出荷
戸数

1日当り

地域別販売乳量 1日1頭当り乳量
1日1戸
当り

搾乳牛 経産牛
頭頭 頭 頭 頭 頭 頭 戸 kg kg kg kg

 24 27 88.9 282 77 76 234 441 751 1,110 1,117 99.4 46.3

 22 23 95.7 116 57 49 145 256 450 623 650 95.8 28.3

 31 34 91.2 151 95 80 204 479 763 1,009 1,030 98.0 32.5

 28 31 90.3 32 10 25 75 188 288 330 361 91.4 11.8

 11 14 78.6 72 36 33 53 150 236 344 389 88.4 31.3

 28 29 96.6 58 35 61 122 224 407 500 537 93.1 17.9

 9 9 100 64 32 34 77 109 220 316 313 101.0 35.1

 58 60 96.7 663 326 330 693 1,195 2,218 3,207 3,192 100.5 55.3

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 211 227 93.0 1,438 668 688 1,603 3,042 5,333 7,439 7,589 98.0 35.3

 38 68 51 69 55 41 65 24 17,662 736 26.2 23.5

 16 33 36 32 49 40 45 22 10,792 491 26.9 24.0

 45 47 75 43 56 50 63 31 18,366 592 26.9 24.1

 14 14 22 15 19 12 14 27 5,949 220 22.6 20.7

 18 25 15 19 17 16 12 9 5,704 634 28.1 24.2

 24 30 37 35 20 36 36 28 9,301 332 26.9 22.9

 21 18 30 17 18 16 23 9 4,633 515 24.9 21.1

 186 192 162 221 182 203 203 58 54,914 947 29.1 24.8

 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 362 427 428 451 416 414 461 208 127,321 612 27.4 23.9

　平成27年６月の受託乳量は、県全体で前年比97.2
％の実績でありました。
　団体別の受託乳量は、本組合が3,836㌧の対前年
比98.9％（対前年同月43㌧減）と下回り、全農県本
部は2,058㌧の対前年比94.2％（対前年同月128㌧減）

の実績でありました。
　東北生乳販連の受託実績については、前年比98.4
％となりました。
　なお、全国の受託実績は対前年比100.6％であり
ます。（北海道：101.1％、都府県：99.9％）

平成27年度受託乳量の状況

　６月の東北全体での用途別販売状況については受
託乳量が98.4％の中で、醗酵乳向けが113.7％（全
国の前年比104.9％）、学乳向けが103.1％と前年を
上回り、飲用向けは前年比96.2％（全国の前年比
99.6％）、加工向けは前年比94.6％（全国の前年比

104.3％）、生クリーム向けは88.8％（全国の前年比
100.6％）と前年を下回り推移した。
　なお、今月の当組合酪王乳業での生乳使用量は日
量平均48.7㌧で、本組合生産量の38.1％、県全体生
産量の24.8％となっております。

平成27年度用途別販売乳量の状況（東北全体）
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団　　体　　名

県　　酪　　協
全農福島県本部
合　　　　　計
東北生乳販連
全　　　　　国

受託乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

団体別受託乳量の状況
6　　月　　分

 3,836 127.9 98.9
 2,058 68.6 94.2
 5,894 196.5 97.2
 45,921 1,530.7 98.4
 601,365  20,045.5 100.6

用　途　別 販売乳量
（㌧）

日　量
（㌧）

前年比
（％）

（東北全体6月）

備考　　1）買取乳量を除く

飲　用　向　け
加　工　向　け
学校給食向け
醗 酵 乳 向 け
生クリーム向け
チ ー ズ 向 け
全乳哺育向け
合　　　計

 30,696 1,023.0 96.2
 3,484 116.0 94.6
 3,130 104.0 103.1
 6,652 222.0 113.7
 1,719 57.0 88.8
 239 8.0 92.2
 1 0.0 100.0
 45,921 1,530.0 98.4

平成27年度月別支払乳価表平成27年度月別支払乳価表

■東北全体プール乳代金 4,545,697千円 単価106.232円
■  内  福島県分プール乳代金① 544,921千円 単価106.232円
　　　　 プール対象外乳代金② 105,224千円

（学乳向け・買取向け乳代金）
　　　　　　合計乳代金①＋② 650145,千円 単価110.295円

　６月分支払乳価については、４月より飲用向け＋
３円（学乳向けも含む）、醗酵乳等向け＋３円値上
げされ、また北海道の価格交渉結果に準じて加工向
け＋２円、生クリーム向け＋３円、チーズ向け＋５
円と全用途について価格改定がされ、プール乳価は
３円10銭前年より上回り、補給金単価は前年を４
銭下回り、差引前年より３円６銭上回る単価となり
ました。

増　　減項　　目 前年同月

（注）上記合計は、脂肪率３．５％・無脂固形率８．３％の補給金込みの乳価。

前々年同月27年6月
 105円916 102円812 3円104 98円417
 0円972 　1円017 －0円045 　1円242
 106円888 103円829 　3円059 99円659

プール乳価
補給金単価
合　　計

 4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月 10月 11月 12月  1 月  2 月  3 月

単位・トン
6,000

5,500

5,000

4,500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

27年度

26年度

25年度

24年度

23年度

22年度

合　計 4  月  5  月  6  月  7  月  8  月  9   月 10  月 11  月 12  月  1   月  2   月  3   月

5,140

1,436

4,052

4,476

4,148

3,921

94.5

5,322

3,614

4,200

4,605

4,185

4,061

97.0

5,018

3,544

3,943

4,287

3,879

3,836

98.9

4,944

3,581

3,913

4,231

3,775

4,714

3,874

4,178

4,149

3,749

4,829

4,012

4,373

4,276

3,886

22年度

23年度

24年度

25年度

26年度

27年度

前年比％

年度 月

月別受託乳量　県酪協（トン）

54,954

43,108

49,419

50,637

45,959

11,818

96.8

1,899

4,118

4,569

4,343

4,035

4,753

3,669

3,790

4,129

3,703

4,566

3,656

3,964

4,062

3,621

4,560

3,815

4,110

4,053

3,620

4,764

4,030

4,273

4,219

3,781

4,445

3,759

4,054

3,807

3,577

年次別・月別支払乳価一覧（補給金を含む）
年　度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 平均
27年度 105.116 105.882 106.888 17.583
26年度 100.739 102.193 103.829 102.826 101.978 104.278 104.043 104.000 102.000 102.606 103.222 101.321 102.753
25年度 96.846 98.345 99.659 98.837 97.220 99.688 102.698 102.627 100.215 100.738 101.861 99.542 99.856
24年度 96.446 97.780 99.371 98.530 97.817 100.446 99.772 99.452 97.324 97.231 97.699 95.806 98.140
23年度 99.914 99.451 100.687 98.681 97.352 100.084 100.031 100.068 97.842 97.702 98.902 96.546 98.938
22年度 95.470 96.612 99.662 98.706 97.147 101.210 99.707 99.740 95.378 95.235 96.682 96.793 97.695
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第237回  県酪協乳牛市場成績

区分 畜種 雌雄 成 立 数
（成 立 率）

最 高 価 格
最 低 価 格

平 均 価 格
（前 回 比）

平 均 体 重
（前 回 比）

平 均 単 価
（前 回 比）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

（　   ）

ET和牛
初生牛

ET和牛

乳　　牛

交 雑 牛

メス

雄

メス

雄

メス

雄

価格：円（落札価格）　率・比：％　　体重：㎏

 7 440,000 418,714 97 4,304
 100 389,000 98 111 87
 17 537,000 474,471 101 4,676
 100 378,000 107 104 102
 3 41,000 26,667 54 494
 100 5,000 45 89 51
 70 116,000 96,086 69 1,400
 100 33,000 89 97 93
 87 261,000 201,023 69 2,911
 100 145,000 93 96 97
 86 286,000 254,314 74 3,445
 100 40,000 99 95 104

平成27年７月14日開催 購買者数　23名（うち県外6名）

初生牛の畜種別価格帯毎分布表

畜  種 雌雄

ET和牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

交雑牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

畜  種 雌雄

乳　牛 メス
雄

価　　　　格　　　　帯（万円）

（ 0 は0.1～0.9万円、 1 は1.0～1.9万円、以下同様。尚、落札価格です）

29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51
1 1 2 2 1

1 2 1 2 1 3 1 1 3 2

<1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

～

1 1 1
1 2 1 2 1 5 22 22 14

52 53

4 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
1 5 5 4 6 10 23 22 7 1 3

1 2 2 2 6 9 21 20 18 5

31 32

8月30日に開催する予定でした『第22回ふくしま酪農まつり』は、雨天のため、中止となりました。

の中止のおしらせふくしまふくしま まつりまつり
～緑の牧場とフレッシュミルク～～緑の牧場とフレッシュミルク～～緑の牧場とフレッシュミルク～～緑の牧場とフレッシュミルク～

第22回第22回

2015 酪王まつり 開催のおしらせ
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７月１日

　～２日	 新任監事研修会

７月２日	 全酪連ブロック別会長・組合長会議

７月３日	 新任役員研修会

７月３日	 東北生乳販連役員推薦会議

７月５日	 ＦＤ２４会第１９回通常総会

７月７日	 東北生乳販連第２回理事会

７月８日	 第４回理事会

７月９日	 やまびこ会役員会

７月13日	 福島県酪農へルパー協会臨時総会

７月13日	 福島県酪農へルパー協会理事会

７月13日	 福島県農業会議常任会議員会議

７月14日	 乳牛セリ市場

７月15日

　～17日	 第44回全国酪農青年女性酪農発表大会

７月16日	 第54回福島県獣医畜産技術総合研究

発表会

７月17日	 福島県生乳委託者委員会幹事会

７月22日	 酪王乳業（株）取締役会

７月23日	 乳質改善検討委員会

７月24日	 福島県酪農青年研究連盟役員会

７月24日	 東北生乳販連事業推進委員会

７月24日	 酪農へルパー利用組合事務局会議

７月28日	 東北生乳販連理事会

７月28日	 東北生乳販連定期総会

７月28日	 第4回経営検討会

７月28日	 第4回再建検討委員会

７月29日	 全国畜産農業協同組合連合会通常総会

７月29日	 生乳の安心安全確保のための福島県協

議会

７月30日	 県中支所運営委員会

７月31日	 酪政連ＴＰＰ反対全国大会・ＴＰＰ反

対デモ行進（東京）

組　合　の　動　き　　7　月

第４回　７月８日■ 　議　　案　 ■

議案第１号	 平成27年度夏季手当の支給について

議案第２号	 畜産近代化リース協会リース事業による施

設の借入並びに貸付について（追加議案）■ 　報告事項　 ■
1）今後の日程について

理　　事　　会

　セブンプレミアムより、酪王カフェオレを使用したクリー
ムをサンドした『カフェオレパンケーキ』が、ヨークベニ
マルなどにおいて、新発売しております。
　もちもち食感のパンケーキに、キャラメルのような質感
のカフェオレクリームをサンドしたパンケーキです。
　朝食に！おやつに！このもちもちとカフェオレクリーム
がやみつきです。

　今年の４月より、福島中央テレビの夕方のニュース番組ゴジ
てれChu!と東北を代表するパンメーカー シライシパン とがコラ
ボし、期間限定にて販売された『酪王カフェオレホイップメロ
ンパン』が、９月１日よりレギュラー商品として、東北６県のスー
パーやコンビニにおいて、販売されることとなりました。

ゴジてれChu!×シライシパンのコラボパン！！

“酪王カフェオレ  ホイップメロンパン”
再発売決定！！

酪王カフェオレを使った新商品ニュースが届きました♪
セブンプレミアムからパンケーキ！！

“カフェオレパンケーキ”　新発売！！
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バイエル子牛の健康講座 おしえて！ウッシー先生④ 

 

 今月も引き続き「初乳のカード形成」の重要性ついてお届け致します。 

前回は子牛が初乳中の免疫グロブリンをきちんと吸収するためには「カード形

成」が重要であることをお話ししました。初乳がカードになるときにじわじわと免疫

グロブリンが染み出てきて、腸に流れて吸収されるのです。今回はカード形成が

あるときとないときとで、どれだけ免疫グロブリンの吸収に影響が出るかをご紹

介いたします。 

下の表をご覧ください。これはカード形成する通常の初乳とカード形成しない

ように特別な処理をした初乳をそれぞれ子牛に与えた時の IgG 吸収の違いをあ

らわしたものです。 

    
カード形成 

あり(n=7) 

カード形成 

なし(n=7) 
有意差

初乳中 IgG 含有量 (mg/mL) 32 32 - 

給与前血中 IgG 値 (mg/mL) 0.34 0.39 - 

給与 6 時間後血中 IgG 値 (mg/mL) 11.6 6.6 あり 

予測 IgG 吸収量 (g/d) 28.1 15.8 あり 

吸収効率 (%)  87.8 49.4 あり 

J Dairy Sci.1990 Nov;73(11):3287-90 を一部改変 

初乳中に含まれている IgG の量は同じにもかかわらず、カード形成をしない初乳を

与えられた子牛の IgG の値は明らかに低くなっています。 

 

また、下の写真はいくつかの初乳製品がカード形成をするか確かめた実験です。

繰り返しになりますが、カードとはチーズの塊のようなものです。下の写真でカードを

形成しているのは真ん中のもので、これはまさに「初乳そのもの」を原料としているか

らなのです。やはり子牛に与える初乳製品は「初乳 100％」を原料としたものがよいで

すよね！ 

 

今月も最後までお読み下さりありがとうございました。 

 
〒981-3133 

仙台市泉区泉中央 1-14-1 インテレクト 21 

℡ (022)776-0271 
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　９月18日から開幕する『ラグビーワールドカップ』がイングランドで開催され、
日本代表メンバーに自身３度目の出場となる大野　均選手（郡山市出身）が選ばれま
した。
　昨年、６月に大野均選手の講演会が開催され、その際、「ワールドカップに向けて、
精進していく」と熱く語り、これまでにないハードな練習に取り組まれてきました。
　皆さまも、９月18日から開幕する『ラグビーワールドカップ』に注目し、大野選
手が目指していた大舞台での活躍に期待し、応援をおねがいします。

※日本テレビ系にて、地上波独占放送が決定しております。

がんばれ大野選手！！ がんばれ日本！！

『ほっとMilk』投稿募集について
１．テーマは自由（ほっと(^o^)する話題がいいですね）
　　◎文章だけでも結構です。
　　◎写真があると最高です。

２．受付（常時受け付けしています）
　　メール・ＦＡＸ・支所経由・直接持参、何でもＯＫです。
　　E-mail : hiro-watanabe@fukuraku.or.jp・FAX0243-33-1103

発　行　者　福島県酪農業協同組合

発行責任者　常務理事　岡　　正宏

〒969−1103　福島県本宮市仁井田字一里壇17番地
TEL 0243−33−1101   FAX 0243−33−1103

URL http://www.fukuraku.or.jp/

●作り方
①　フライパンに油をひき、鶏ひき肉を炒める。
②　ひき肉をパラパラにするため、みりんを加える。
③　ミックスベジタブル、ちくわを加える。
④　砂糖、塩、しょうゆで味をつける。
⑤　おからを加え炒め、パラパラにする。
⑥　牛乳を加え、3分程煮たてる。

⑦　チーズ、揚げ玉を加え、木べらで炒めながら、生
クリームを少しずつ加え、味を確認する。
⑧　味の薄い時は、塩で味付けをする。
⑨　レタスにまいて食べてもOK！！

平成26年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

平成26年度

牛乳・乳製品利用料理コンクール
福島県大会入賞レシピ

　簡単に作れて、とてもヘルシー。サラダ感覚で食
べられる。

福島県立磐城農業高等学校　
相澤　妃菜さんの作品ミルクおから

（材料：4人分）

・おから… ……………200g
・鶏ひき肉… …………100g
・ミックスベジタブル……150g
・揚げ玉……………… 50g
・ちくわ………………… 15g
・チーズ… …………… 50g
・牛乳……………… 250ml

・油…………………… 少々
・生クリーム………… 大さじ2
・みりん… ………… 大さじ1
・砂糖………… 大さじ1,1/2
・塩………………… 小さじ1
・薄口しょうゆ…… 大さじ1/2
・レタス… …………… 少々

大野　均選手
（郡山市出身）

ラグビーワールドカップ2015　イングランドにて、9月18日　開幕
大野　均選手　日本代表として、3度目の大舞台へ


